
商談 DB インストール 
マニュアル

（ローカル利用）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      一元管理フォルダ 
 

 

見積データ 

一元管理フォルダ 

汎用見積 専用見積 各種届出書 工事名称(１) 

工事名称(２) 

工事名称(３) 

マスタ 商談 DB 

本マニュアルでは、解体見積 EXがインストールされているローカル PC（1台）で商談管理データベースを 

利用する場合の手順を説明します。 

商談 DB版をインストールすることで、期間を設定した受注・失注物件の集計や廃棄物量の集計などを行う事が

可能です。 

現在、作成済みの見積書データやマスターデータを一元管理フォルダに集約することで、受注・失注物件や 

廃棄物量を集計します。 

商談管理 見積フォーム 印刷レイアウト 顧客マスタ 自社情報 

専用見積 各種届出書 

汎用見積 各種届出書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               データバックアップ 

 

 

事前に「工事情報」「共通マスタ」のデータバックアップを行います。 

現在、使用している保存先の「工事情報」と「共通マスタ」は自動的に一元管理フォルダに移行されますが、複数先を複数設定している 

場合は、保存先ごとにバックアップをしていただき、商談DB版のインストール後に取り込みをする必要があります。 

保存元を複数設定されている場合は、「参照」から 

保存元のフォルダを指定してください。 

 POINT:保存先にはバックアップ用フォルダを作成しておいていただくと、管理しやすいかと思います。 

複数保存元を設定されている場合、保存先ごとにバックアップ用のフォルダを作成してください。 

別の保存先を設定している場合は、「参照」から 

保存元のフォルダを指定してください。 

■ 工事情報のバックアップ 

■ 共通マスタのバックアップ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商談DB版 インストール 

 

 

POINT:解体見積 EXのデータを一元管理するためのフォルダを作成します。  

   マニュアルでは「一元管理フォルダ」という名称のフォルダを作成しています。 

    一元管理フォルダを任意の場所に設定する場合は、「参照」からフォルダを選択します。 

解体見積 EX 商談DB版のインストールをします。 

商談DB版をインストールする際に解体見積 EX のデータを一元管理するためのフォルダを作成します。 

POINT:入力作業中にバックアップデータを作成することで、予期せず解体見積 EXが 

   終了してしまった場合などに作業途中からの復帰ができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事情報（見積書データ）の取り込み 

 

 

商談DB版をインストールする前に設定していた保存先の工事情報（見積書データ）は、自動的に一元管理フォルダに移行されます。 

その他の保存先の工事情報（見積書データ）については、個別にバックアップデータを一元管理フォルダに取り込み必要があります。 

バックアップした工事情報（見積データ）を 

それぞれ選択して取り込みます。 

工事情報（見積データ）取り込みの際は、 

「既存データを保持して追加取り込み」を選択して 

ください。 




